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I 原点を Oとする平面上に 2つのベクトル �a, �b があり，次の条件を満たして
いる。

|�a| = 2
√

2, |�b| =
√

5, �a ·�b = 4
√

2

0◦ � θ < 360◦ として，ベクトル �x を次のように定める。

�x = (cos θ − sin θ)�a + (
√

2 sin θ)�b

このとき，次の問に答えよ。

(1) �c = −�a +
√

2�b とおくとき，�c の大きさと，�a と �c のなす角を求めよ。
(2) �xを �a, �cで表せ。また，|�x|2 を cos 2θ で表せ。
(3) |�x| の最大値 M と最小値 m を求めよ。
(4) 点 F, F′ の位置ベクトルが (2) で求めた M, m をもちいて，それぞ

れ
−→
OF =

√
M2 − m2

|�a|
�a,

−−→
OF′ = −

√
M2 − m2

|�a|
�a で表せられる。このとき，

−→
OP = �x を満たす点 P の軌跡が，点 F, F′ を焦点とする楕円を描くことを証
明せよ。

II 数直線上の原点にある点 Pを動かす。さいころを 1回投げて，1, 2, 3, 4 の
目が出たら正の方向に +1 だけ進み，5, 6 の目が出たら正の方向に +2 だけ進
む。さいころを n 回投げた後の点 Pの座標を Xn とするとき，次の問に答えよ。

(1) X2 = 3 となる確率を求めよ。
(2) Xn が奇数である確率を pn とする。pn+1 を pn を用いて表せ。
(3) Xn が偶数である確率を求めよ。
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III 関数 f(x) = (log x)2 − a log x (1 � x � e2) について，次の問に答えよ。ただ
し a は実数の定数とする。

(1) t = log x とおくとき，t のとりうる値の範囲を求めよ。
(2) f(x) の最小値を m(a) とする。m(a) を a の値で場合分けして求めよ。
(3) f(x) の最大値が 3 となるような定数 a の値をすべて求めよ。

IV 放物線 y = −x2 + 2 を C とし，直線 y = 1 を l とする。また，C と l で囲
まれた領域を D とする。このとき，次の問に答えよ。

(1) 放物線 C と直線 l の交点の x 座標をすべて求めよ。
(2) 領域 D を直線 l の周りに 1回転させてできる立体を，x 軸に垂直な平面で
切断したときの断面の円の半径を x の式で表せ。

(3) 領域 D を直線 l の周りに 1回転させてできる立体の体積 V を求めよ。
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